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量子多成分系の半古典論

田中篤司 (筑波大学 物理学系)

量子-"古典"結合系の一例として,量子多成分系の半古典的な挙動を調べました.ここでは

半古典論として,coherentstate表示のFeynman核の "古典"自由度に関する定常位相評価を
用いました.

Feynman核の定常位相評価では,半古典的なFeynman核に寄与する古典軌道の数がcaus-

ticと呼ばれる点で変動します 回.coherentstatepathintegral【2]の定常位相評価 [3】では,

causticは "柏空問"上に現われるために,特にphasespacecaustic(PSC)と呼ばれます 【4].こ

れらcausticの存在は(特に量子 chaos系の)半古典論において重要な意義を持ちますが [4,5】,
本研究で特に重要なことは,phasespacecausticの存在が伏見表示における量子干渉現象の発
現を意味することです.

本研究では,量子自由度と"古典"自由度の結合に起因する PSCの観察より, ｢量子自由

度の量子振動が,"古典"自由度の伏見表示における量子干渉を誘発する｣ことを半古典的に説

明しました･詳細は文献 [6]を参照してください.
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